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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期
連結累計期間

第46期
第１四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 （百万円） 10,441 11,563 45,318

経常利益 （百万円） 714 821 2,672

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 363 411 1,477

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 519 533 1,968

純資産額 （百万円） 10,076 11,645 11,390

総資産額 （百万円） 24,425 27,026 27,502

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 40.17 45.48 163.46

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.0 35.8 34.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　なお、2022年４月に当社の連結子会社である株式会社テンポイノベーションが、店舗家賃保証事業を営む店舗セー

フティー株式会社（特定子会社）を新たに設立いたしました。これに伴い、当第１四半期連結会計期間より、当社グ

ループは当社及び連結子会社21社により構成されることとなりました。

　また、報告セグメントの店舗転貸借事業には、店舗家賃保証事業を含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が和らぎ、個人消費や

設備投資、また雇用情勢にも持ち直しの動きが見られ、景気は全体として緩やかに持ち直しました。一方、世界経

済は、新型コロナウイルス感染症の拡大とロックダウンを受けた中国の景気減速、またウクライナにおける戦争に

よるロシアの景気低迷により、さらに陰りを見せています。原材料・エネルギー価格の上昇からくるインフレを抑

制するために、各国は金融引き締め政策に転換しており、これによる更なる円安の進行と、地政学的な分断による

国際貿易の阻害により、経済的リスクのさらなる高まりが強く懸念されています。

このような経済環境の中、移動体通信事業につきましては、オンラインに特化した新ブランドの市場への浸透

や、格安ブランドの台頭など、事業環境の変化が依然続いており、一部事業者においてはリアル店舗の位置付けを

見直す動きも出ています。こうした中、通信事業者は、携帯電話の販売だけでなく、ポイントサービスやコンテン

ツの充実、スマートフォンを利用した決済サービスを通じて、ARPU（１契約あたり収入）の向上や、長期的な顧客

基盤の維持・拡大に引き続き注力しております。

人材派遣事業につきましては、足元では新型コロナウイルス感染症の沈静化により、有効求人倍率に持ち直しも

見られますが、未だに確実な回復は見通せず、人員過剰となっている業種・分野から人員不足となっている業種・

分野へのシフトによる、労働市場のミスマッチの解消に対する取り組みが、業界に対して求められております。

ビルメンテナンス事業につきましては、オフィスビルや医療機関、マンションなどの施設において継続的なメン

テナンスサービスが求められており、また、新型コロナウイルス感染症予防のための追加的な清掃・消毒といった

公衆衛生関連業務の需要が高い状態が続きました。

店舗転貸借事業および不動産売買事業につきましては、３月でまん延防止等重点措置が解除され、３年ぶりに行

動制限のないゴールデンウィークとなったこともあり、外食業界における売上高、来客数が大幅に回復した一方

で、夜間来客と法人需要が低調に推移したことから、特に飲酒業態において厳しい状況が継続しました。また、事

業展開している東京主要地域の不動産市況について、感染症拡大の影響により、インバウンド売上比率が高い地域

や飲食・アミューズメント施設が強い地域におけるテナント募集数が高水準で推移しました。特に、固定費が膨ら

む大型の店舗物件や、駅外周部及び空中階に所在する店舗物件は、出店需要が回復しておらず、家賃の下方圧力が

継続する状況となりました。

卸事業につきましては、文具・生活用品等の企画・販売では、在宅勤務の推奨によって生み出された文具や家具

類への需要が一巡した一方、密集を避けるためのアウトドアレジャーへの人気の高まりにより、関連商品への需要

が堅調に推移しました。一方で、原材料・エネルギー価格の上昇や、円安の進行と長期化など、先行き不透明な状

況も続いております。自然派化粧品の企画・販売では、環境を重視したライフスタイルを意識した消費者の増加、

サスティナビリティやSDGsへの社会的な関心の高まり等により、国内の自然派・オーガニック化粧品市場の拡大は

堅調である一方で、新型コロナウイルス感染症により減少傾向が続く百貨店への来店客数の回復の程度が緩やかで

あることから、今後、商品開発や販売方法について、他社との差別化が求められております。

海外事業につきましては、国を越えた人材の流動性を前提としているため、新型コロナウイルス感染症による労

働者の移動制限が業績に与える影響は大きく、また出入国関係の正常化は、各国の経済正常化と比較して時間を要

するため、影響が長期化する可能性があります。

　このような事業環境下、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高11,563百万円（前年同期比10.7％増）

となりました。損益面におきましては営業利益793百万円（前年同期比14.6％増）、経常利益821百万円（前年同期

比14.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益411百万円（前年同期比13.2％増）となりました。
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　セグメント別の概況は、次の通りであります。

①　移動体通信事業

　移動体通信事業においては、お客様・販売スタッフともに安心できる店舗運営に努めた結果、増収となりまし

た。

　損益面においては、利益率の高い商材の販売を強化したことにより、増益となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は4,689百万円（前年同期比18.3％増）、営業利益は378百万円（前年同期

比28.3％増）となりました。

②　人材派遣事業

　人材派遣事業においては、新型コロナウイルス感染症により影響を受けていたクライアント企業からの需要が

回復傾向にあり、増収・増益となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は595百万円（前年同期比7.9％増）、営業利益は7百万円（前年同期比

27.4％増）となりました。

③　ビルメンテナンス事業

ビルメンテナンス事業においては、継続案件の安定的な受注等により増収となりました。

　損益面においては、販売費及び一般管理費の減少により増益となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は1,400百万円（前年同期比1.5％増）、営業利益は85百万円（前年同期比

1.6％増）となりました。

④　店舗転貸借事業

店舗転貸借事業においては、当第１四半期連結累計期間における新規契約件数及び後継付け件数（閉店した店

舗に対し新規出店者と転貸借契約を締結したもの）の転貸借契約件数の合計は108件となりました。また、当第

１四半期連結会計期間末における転貸借物件数は、合計2,015件となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は2,901百万円（前年同期比18.3％増）、営業利益は250百万円（前年同期

比39.1％増）となりました。

⑤　不動産売買事業

　不動産売買事業においては、店舗転貸借事業を更に推進する為に、不動産業者とのリレーションシップ強化を

目的として、店舗不動産の仕入販売や建築販売を行っております。当第１四半期連結累計期間においては、新型

コロナウイルス感染症の影響により市場に様子見傾向が残るなかで、１物件を売却、１物件を取得し、当第１四

半期連結会計期間末における保有物件数は３件となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は102百万円（前年同期比64.7％減）、営業利益は35百万円（前年同期比

18.3％減）となりました。

⑥　卸事業

卸事業においては、主に文具・生活用品等の企画・販売について、アウトドア商品が好調に推移したことによ

り、増収となりました。

　損益面においては、原材料費等の価格高騰の影響による売上原価の増加により、減益となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は1,790百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は14百万円（前年同期比

82.4％減）となりました。

⑦　海外事業

　海外事業においては、東南アジアにおける現地での従業員の採用件数が増加し、増収・増益となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は99百万円（前年同期比38.3％増）、営業利益は20百万円（前年同期は１

百万円）となりました。
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（2）財政状態の分析

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.3％減少し、14,814百万円となりました。これは、主として売掛金の

減少（1,073百万円）等があったことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、12,211百万円となりました。これは、主として差入保証

金の増加（144百万円）等があったことによるものであります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1.7％減少し、27,026百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて9.9％減少し、7,711百万円となりました。これは、主として買掛金の減

少（914百万円）等があったことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加し、7,669百万円となりました。これは、主として長期預り保

証金の増加（120百万円）等があったことによるものであります。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて4.5％減少し、15,381百万円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、11,645百万円となりました。これは、主として利益剰余金

の増加（230百万円）等があったことによるものであります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,600,000

計 37,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2022年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,597,400 9,597,400

　東京証券取引所

　スタンダード市場

　名古屋証券取引所

　プライム市場

単元株式数は

100株であります。

計 9,597,400 9,597,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年４月１日～

2022年６月30日
－ 9,597,400 － 255 － 315

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 561,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,035,200 90,352 －

単元未満株式 普通株式 1,200 － －

発行済株式総数  9,597,400 － －

総株主の議決権  － 90,352 －

　　（注）　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式85株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社クロップス

名古屋市中村区名駅三丁目26番

８号
561,000 － 561,000 5.84

計 － 561,000 － 561,000 5.84

 

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,285 7,481

受取手形及び売掛金 4,471 3,461

商品 2,209 2,120

販売用不動産 329 446

その他 1,180 1,305

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 15,476 14,814

固定資産   

有形固定資産 3,628 3,687

無形固定資産   

のれん 22 9

その他 90 86

無形固定資産合計 113 96

投資その他の資産   

差入保証金 6,289 6,434

その他 1,994 1,994

投資その他の資産合計 8,284 8,428

固定資産合計 12,025 12,211

資産合計 27,502 27,026
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,956 2,041

短期借入金 1,400 1,400

１年内返済予定の長期借入金 248 227

未払法人税等 558 272

賞与引当金 426 427

その他 2,966 3,343

流動負債合計 8,556 7,711

固定負債   

長期借入金 376 327

役員退職慰労引当金 5 5

退職給付に係る負債 203 211

長期預り保証金 6,308 6,429

資産除去債務 287 313

その他 373 382

固定負債合計 7,555 7,669

負債合計 16,112 15,381

純資産の部   

株主資本   

資本金 255 255

資本剰余金 1,455 1,455

利益剰余金 7,844 8,075

自己株式 △414 △414

株主資本合計 9,140 9,371

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 298 289

為替換算調整勘定 0 18

その他の包括利益累計額合計 298 308

非支配株主持分 1,951 1,966

純資産合計 11,390 11,645

負債純資産合計 27,502 27,026
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 10,441 11,563

売上原価 7,712 8,370

売上総利益 2,729 3,192

販売費及び一般管理費 2,036 2,398

営業利益 692 793

営業外収益   

受取利息及び配当金 10 20

雇用調整助成金 12 14

受取補償金 39 10

その他 4 10

営業外収益合計 66 55

営業外費用   

支払利息 1 1

支払補償費 39 1

為替差損 3 24

その他 0 1

営業外費用合計 45 28

経常利益 714 821

特別損失   

固定資産除売却損 0 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益 714 819

法人税等 272 302

四半期純利益 442 517

非支配株主に帰属する四半期純利益 79 106

親会社株主に帰属する四半期純利益 363 411
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 442 517

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 69 △8

為替換算調整勘定 7 25

その他の包括利益合計 77 16

四半期包括利益 519 533

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 438 421

非支配株主に係る四半期包括利益 81 112
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

　　　　（連結の範囲の変更）

　　　　　当社の連結子会社である株式会社テンポイノベーションが、店舗セーフティー株式会社を新たに設立したこと

　　　　に伴い、当第１四半期連結累計期間より連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

減価償却費 48百万円 60百万円

のれんの償却額 18 30

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2021年５月14日

取締役会
普通株式 利益剰余金 153 17.00 2021年３月31日 2021年６月21日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2022年５月13日

取締役会
普通株式 利益剰余金 180 20.00 2022年３月31日 2022年６月20日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　(1)　報告セグメントの概要

　　　　　 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

　　　　り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

　　　　ものであります。

　　　　　　　当社グループは、携帯端末の販売及びその附帯サービス全般を提供する「移動体通信事業」、人材派遣・

　　　　　　業務請負等を提供する「人材派遣事業」、清掃・設備管理・施設警備等を提供する「ビルメンテナンス事

　　　　　　業」、店舗の転貸借、開店・閉店支援サービス、店舗家賃保証等を提供する「店舗転貸借事業」、店舗不動

　　　　　　産の仕入販売や建築販売を提供する「不動産売買事業」、文具・生活用品等、自然派化粧品の企画・卸売販

　　　　　　売等を提供する「卸事業」、海外における労働ビザ申請、給与計算、税金・社会保険料計算等の業務を提供

　　　　　　する「海外事業」の７つを報告セグメントとしております。

 

　　　　(2)　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法

　　　　　　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、四半期連結財務諸表の作成の基礎となる会計処理の

　　　　　方法と概ね同一であります。

　　　　　　報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替

　　　　　高は市場実勢価格を勘案して決定しております。

 

　　　　(3)　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　 　 　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント

 
移動体
通信事業

人材派遣
事業

ビルメンテ
ナンス事業

店舗転貸
借事業

不動産
売買事業

売上高      

外部顧客への売上高 3,963 527 1,379 2,453 290

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 24 － － －

計 3,963 551 1,379 2,453 290

セグメント利益又は損失（△） 295 5 83 180 43

 

    

 報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 卸事業 海外事業

売上高      

外部顧客への売上高 1,756 71 10,441 － 10,441

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 1 25 △25 －

計 1,756 72 10,467 △25 10,441

セグメント利益又は損失（△） 81 1 691 1 692

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去１百万円が含まれております。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　　　　　　　 当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

    （単位：百万円）

 報告セグメント

 
移動体
通信事業

人材派遣
事業

ビルメンテ
ナンス事業

店舗転貸
借事業

不動産
売買事業

売上高      

外部顧客への売上高 4,689 578 1,400 2,901 102

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 17 － － －

計 4,689 595 1,400 2,901 102

セグメント利益又は損失（△） 378 7 85 250 35

 

    

 報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 卸事業 海外事業

売上高      

外部顧客への売上高 1,790 99 11,563 － 11,563

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － 17 △17 －

計 1,790 99 11,580 △17 11,563

セグメント利益又は損失（△） 14 20 792 1 793

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去１百万円が含まれております。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

 （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 

 

移動体

通信事業

人材派遣

事業

ビルメン

テナンス

事業

店舗

転貸借事業

不動産

売買事業
卸事業 海外事業

 一時点で移転される財

 一定の期間にわたり移転される財

3,613

350

35

491

262

1,117

17

－

285

－

1,756

－

－

71

5,971

2,029

 顧客との契約から生じる収益 3,963 527 1,379 17 285 1,756 71 8,001

 その他の収益 － － － 2,435 5 － － 2,440

外部顧客への売上高 3,963 527 1,379 2,453 290 1,756 71 10,441

（注）「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

 

　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

 （単位：百万円）

 報告セグメント

合計 

 

移動体

通信事業

人材派遣

事業

ビルメン

テナンス

事業

店舗

転貸借事業

不動産

売買事業
卸事業 海外事業

 一時点で移転される財

 一定の期間にわたり移転される財

4,306

382

38

540

266

1,134

60

0

97

－

1,790

－

－

99

6,559

2,157

 顧客との契約から生じる収益 4,689 578 1,400 60 97 1,790 99 8,717

 その他の収益 － － － 2,840 5 － － 2,845

外部顧客への売上高 4,689 578 1,400 2,901 102 1,790 99 11,563

（注）「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 40円17銭 45円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
363 411

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
363 411

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,036 9,036

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２【その他】

　2022年５月13日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………180百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2022年６月20日

　（注）　2022年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月12日

株式会社クロップス

　取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

名古屋事務所

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 加　　藤　　浩　　幸

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 時　々　輪　　彰　久

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クロッ

プスの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クロップス及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

　手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

　る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

　られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

　認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

　うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

　四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

　適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人
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　の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

　として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

　基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

　諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

　せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

　人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

　人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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